
地方創生臨時交付金を活用した公共交通事業者への支援について
                   【都市計画部交通政策課】

（目的・内容）
○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中、市民が安心して公共交通を利用できるよう、車

内の感染防止対策等に取り組み、市民の足として活躍する路線バス事業者やタクシー事業者を支援する。

（補助対象者・補助金額）
市内に本社・営業所を有するバス事業者

 ・市内を運行する１日当たりの運行車両数×８万円 （１事業者当たりの上限額 240万円）

川越駅西口を経由する高速バスを運行するバス事業者
 ・市内を運行する１日当たりの運行車両数×４万円 （１事業者当たりの上限額 120万円）

市内に本社・営業所を有する法人タクシー事業者（個人タクシー事業者含む）
 ・本社・営業所で保有する車両数×３万円     （１事業者当たりの上限額   70万円）

１ 川越市バス・タクシー車内感染防止対策支援金   

（目的・内容）
○ デマンド型交通かわまるにキャッシュレス決済を導入し、支払い時の接触機会を軽減することにより、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止を図る。
○ IC端末の設置に要する費用をデマンド型交通かわまる
   運行事業者に補助する。

（導入スケジュール）
地区１（芳野・古谷・南古谷・本庁の一部）の運行に

   合わせ12月から導入予定。

２ 川越市デマンド型交通かわまるIC端末導入事業

予算額 13,590千円         

予算額    520千円         

IC端末(イメージ)

※ｾｲｺｰｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞHPから引用
※実際に導入する機種とは限りません 

参考５


